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第101回国試に向け「基礎力を身に付けるには！」

　物理は、医薬品・生体分子を理解す
る上で、必要となる物理学的・分析化
学的な考え方に重点を置いた問題を中
心に出題されています。物理平衡・化
学平衡、反応速度などは計算問題やグ
ラフを中心に出題されています。
　特に、物理化学の熱力学、反応速度、
分析化学の酸塩基を優先して学習を進
める必要があります。これらの範囲は
高校化学や高校数学の知識も必要とな
るため、分からない場合は高校レベル
から知識を確認することが重要です。
　大学での学習をしながら、高校の内
容で分からない箇所が出てきたら基礎
を確認しながら進めると、効率良く学
習できます（例えば、反応速度の計算
問題を解いているときに、対数計算や、
微分・積分で分からない箇所だけを調

　「基礎力」と聞いて、何をイメージ
するでしょうか？ 例えば、83×16の
計算を解くためには、３×６等の掛け
算九九ができることが前提です。掛け
算九九を前提にするためには、足し算
ができることがさらなる前提となりま
す。
　また、薬剤師国家試験で考えてみる
と、薬物動態学を理解するためには物
理化学ができることが前提、物理化学
を理解するためには高校化学、高校数
学等ができることがさらなる前提とな
ります。
　つまり、基礎力は一つひとつの理解
の積み重ねであるため、その大前提と
なる理解・知識が自分の頭の中からす
ぐにアウトプットできる状態にできて
いるほど、基礎力が高いといえます。

　それでは、いかにして基礎力を身に
付けるか。その答えは、「理解→イン
プット→アウトプット」の順番を学習
の１サイクルとして繰り返し続けるこ
とです（図参照）
　また、この１サイクルの理想の割合
は、理解：インプット：アウトプット
＝３：６：１といわれています。問題
だけ解いていても成績が上がらないの
は、その前提となる理解やインプット

べてみる等）
　また、近年の薬剤師国家試験では「考
える力」が問われるため、その基礎と
なる定義や公式の意味をしっかりと自
分で理解してしながら覚えることが重
要となります。

　化学では、近年、構造に関する問題
が増えています。中でも医薬品の構造
が与えられ、判断する問題が出題され
ています。
　例えば医薬品と受容体との相互作用
では、医薬品に含まれる官能基や構造
の性質を理解するため、結合の種類や
酸塩基、それが生体内の生理的条件で
どのようになるかを判断しなければな
りません。また、立体や水溶性、疎水
性なども考慮する必要があります。
　例を挙げると、カルボキシ基を有す

る医薬品の場合、生体内ではイオン化
され、陰イオンとして挙動します。そ
のため受容体を構成するアミノ酸部分
とイオン性の相互作用などを起こしそ
うだ、と推定することができます。
　このように医薬品への応用には、混
成軌道を含む結合、相互作用、酸塩基、
立体など、化学の基礎を習得する必要
があります。

　生物では、近年、図表や組織図、実
験を題材とした問題が増加していま
す。このような問題に対応していくた
めには、点である知識をつなぎ合わせ
て線にしていく必要があります。
　例えば組織図の場合、組織の位置と
その機能を結びつけます。免疫反応と
抗体製剤の関係を見る場合は、免疫担
当細胞や抗体、補体等の機能を単独で

考えるのではなく、抗体製剤の結合部
位、その結合部位の機能、そして最終
的にどの様な作用をもたらすのかをつ
なげます。
　このように、点と点をつなぎ合わせ
ていくための基礎づくりとして、今の
時期皆さんにしてほしいことは、一つ
ひとつの物質の構造、細胞についての
知識をつけることです。これらの知識
が、代謝や各種反応の理解につながり、
点を線にしていく基礎になります。最
終的には、身体全体の仕組みをイメー
ジし、代謝や免疫反応などはマップが
描けることを目指してください。

　今回、学習方法を紹介した基礎３科
目については、苦手意識を持つ学生が
多いですが、医療系科目の土台を作る
ための基礎となります。早くからの学
習の開始と、効率の良い学習が、薬剤
師国家試験合格の鍵になります。医療
の現場で起こり得る未知なる事象に対
応できる薬剤師になるため、しっかり
と基礎力を磨いてください。
　（学校法人医学アカデミー薬学ゼミ
ナール）

が不足しているためです。
　同様に、解説を見たり、人に相談し
たりするだけで、すぐに納得した気に
なることは、一番時間のかかるインプ
ット部分を省略してしまうため、なか
なか成績が上がらないことにつながり
ます。
　さて、薬剤師国家試験における基礎
力というと、基礎３科目（物理、化学、
生物）が挙げられます。この３科目は、

「理解→インプット→アウトプット」
のサイクルを、より多く積み上げてい
くことが必要です。それゆえ、苦手と
している学生が多いのも事実です。
　積み上げ型の勉強の場合、前段階の
サイクルに不足部分があると次のステ
ップに進めなくなるため、物理、化学、
生物について、効率良く学習する順番
や、特徴的な学習方法を紹介いたしま
す。
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